
⽇本⾳響学会 建築⾳響研究会資料 利⽤規約 
 

令和７年４月１日 制定 
第 1 条（⽬的） 
1. この利用規約は， 日本音響学会建築音響研究会 （以下，本研究会と略称します）が発行する

研究会資料ならびにその電子データ（以下，資料等と略称します）について，研究会資料の著

者，研究会資料ならびにその電子データの利用者（以下，利用者と略称します）が利用できる

範囲と条件を定めています。 
 

2. この利用規約で用いる語の定義は以下の通りとします。 
i) ここでいう著者とは研究会資料を執筆した者をいう 
ii) ここでいう利用者とは資料等を利用（例えば，引用，印刷，複製）する者をいう 
iii) この利用規約にいう 「電子データの利用者」 とは， 本利用規約を承諾の上，研究会資

料，バックナンバーの電子データまたは資料アーカイブ DVD を購入した者をいう 
 
第 2 条（著作権に関する規定） 
1. 本研究会に提出される資料等の著作権は，日本音響学会と著者が共有し同等の権利を有するこ

ととします。なお，詳細は以下のとおりです。 
i) 本研究会に提出される資料等の著作権（複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等のすべ

てを含む包括的な著作権）は，日本音響学会と著者が共有し同等の権利を有する 
ii) 他学会との共催研究会の場合は，原則として当該学会・日本音響学会・著者が(i)と同様に

共有し同等の権利を有する。これが困難な場合は別途協議の上処置する 
iii) 著者が営利目的で研究会資料を本研究会以外に投稿する場合，日本音響学会に申し出るこ

ととする 
iv) 第三者から，資料等の複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用に関する許諾の要請があ

り，日本音響学会において必要と認めた場合は，出典を明らかにすることを条件に，著者

の了解を得て日本音響学会が要請に応ずることができる 
v) 日本音響学会が第三者の依頼に対して資料等の複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等

の許諾を有償で行ったことにより収入のあった場合は，日本音響学会会計に繰入れ，学会

活動に有効に利用するものとする 
vi) 著者の著作権を著者以外に委譲する場合は，日本音響学会に申し出ることとする 

 
第 3 条（著者が利⽤できる範囲） 
1. 資料等の著者は，自ら執筆した資料等について，第 4 条（著者以外の第三者が利用できる範

囲）に加えて，日本音響学会の著作権規定および投稿規定に定めるとおりの事項を行うことが

できます。 
 参考 日本音響学会 著作権規定 https://acoustics.jp/overview/copyright/ 
  日本音響学会 投稿規定 https://acoustics.jp/journal/kitei/ 



第 4 条（著者以外の第三者が利⽤できる範囲） 
1. 利用者は本研究会に断りなく以下の事項を自由に行うことができます。 

i) 個人使用の目的で研究会資料およびその電子データを複製・印刷すること 
ii) 研究・開発の目的で研究会資料およびその電子データを複製 ・印刷すること 
iii) 購入した部署単位での適正な管理のもと，研究会資料の電子データの一部または全部をフ

ァイルサーバー上に保管し複数名がアクセスすること 
 

2. 利用者は本条（著者以外の第三者が利用できる範囲）で定めた範囲で資料等を利用する場合，

その資料等の出典を必ず明示してください。 
 
第 5 条（禁⽌事項） 
1. 利用者は研究会資料の利用に関し以下の行為を行うことを禁止します。 

i) 本研究会または第三者の著作権，その他の権利を侵害する行為，または侵害するおそれ

のある行為 
ii) 本研究会または第三者に不利益もしくは損害を与える行為，またはそれらのおそれのあ

る行為 
iii) 公序良俗に反する行為その他法令に違反する行為またはそれらのおそれのある行為 
iv) 他の利用者、または他の利用者以外の第三者を介して、資料等を複製，販売，出版，頒

布，公開する行為およびこれらに類似する行為 
 
第 6 条（免責事項） 
1. 本研究会は，以下の事項について一切の責任を負わないこととします。 

i) 研究会資料ならびにその電子データを利用したことにより生じた損害 
ii) 障害等により研究会資料の電子データが一時的に利用できなかったことにより生じた損

害 
iii) 研究会資料ならびにその電子データを通じて提供される情報の正確性，完全性，有用性

に関する保証 
 
第 7 条（規約の変更） 
1. 本研究会は，利用者に事前に通知することなく，随時，本規約の条項を変更することができる

ものとします。また，当該変更に基づき利用者に発生したいかなる損害についても，本研究会

は一切賠償責任を負わないこととします。 
 
附則 
この規約は，令和７年４月１日から適用する。 
 


